
アスパル富合（公民館・図書館）だより
熊本市配布文書 第27号

令和４年度 №146
℡096-357-4580
〒861-4151 熊本市南区富合町清藤４００
✉ tomiaikouminkan@city.kumamoto.lg.jp

メールQRコード

どなたでも

お知らせ

９月号

※新型コロナウイルス感染症の状況により、講座日程の変更・中止の場合があります。
ご理解とご協力をお願いいたします。

★講座申し込み方法
○往復はがきの場合

往信用裏に講座名・住所・氏名（フリガナ）・年代（学年）・性別・電話
番号・校区をご記入の上、締切日必着で申し込みください。※返信用表はご自身

の住所と宛名。 裏は無記入でお願いいたします。
○インターネットからの場合

「富合公民館（主催講座）」で検索、又は上のQRコードを読み取りしてく
ださい。

○公民館窓口に直接来られる場合は、郵便はがきを持参してください。

講座名 開催日時 対象 定員 費用 締切 QR

下司愉宇起
歌のリサイタル

9月23日（金）祝
午前10時～正午

どなたでも 100人 無料 9/9

歌手で作詞家、指揮者、ミュージカル俳優と多彩な才能の下司 愉宇起 氏。全国で活躍されてい
ますが、地元の熊本のためリサイタルを開催してくれます。ぜひ、一度その歌声を直接聴きに
来られてください。

キッズ体操
①年中・年長の児童
②小学1～3年生の児童

10月15・２２・２９日
（土） 全３回
①午前10時～ ※45分
②午前11時～ ※45分

①年中・年長
②小学1～3
年生の児童

各13人 無料 １０/５

運動神経は子どもの頃が成長期！子どものうちに様々な運動を通して、今後に繋がるようにして
みませんか？運動の基礎、体の動き・体幹運動をたくさん体験しながら、身につけましょう！

子ども生け花教室 １０月３０日（日）
午前10時～正午

小学2年生～
中学生

１６人 800円 10/14

生け花。難しそうに感じるかもしれませんが、花をじっくり見ながら、きれいに見えるように
考え、生ける。花・自然とゆっくり触れ合い、心穏やかになれる時間を過ごしてみませんか？

主催講座のご案内

R４年度 富合公民館 自主講座講座生（年間講座講座生）募集
令和４年富合公民館自主講座が始まっています。定員に空きがある講座は、随時講座生を

募集していますので、興味のある方は公民館窓口に声をかけてください。



と
みあい図書館から

■令和４年度 ８月～９月の開館日 (○:休館日)
平日 9：30-19:00  
土日祝 9：30-18:00

とみあい図書館

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ⑤ 6 7 8 9 10

11 ⑫ 13 14 15 16 17

18 19 ⑳ 21 22 23 24

25 ㉖ 27 28 29 30

空が青く美しい夜に、子
どもたちが拾ったのは「お
つきさまのうた」でし
た･･･。
NHK「みんなのうた」

から生まれた絵本。「おつ
きさまのよるは さんぽ
にでよう」から夜の小さな
冒険が始まります。

『おつきさまのうた』

なかじま かおり 作

ラリーは、ひつじの男の
子。手をにぎって「ひみ
つのあくしゅ」をするお
ばあちゃんがくると、あ
まりうれしくありません。
ところが、ある日･･･。

小さな男の子がおばあ
ちゃんのことが好きに
なっていく様子をていね
いに描いた絵本。

人類が太陽系に進出する
宇宙港として、注目が高ま
る月。月探索計画など複数
のプロジェクトの立案に参
加している著者が、最新の
月科学、人類と月の新しい
関わり方を紹介する。
ミニ実験コーナーも収録。

『月はぼくらの宇宙港』
佐伯 和人 作

死んでしまったケン
タのおじいさんが間
違ってたどり着いたの
は、ねこの天国。

そこで、おじいさん
はしろねこに出会い、
新たな仕事を任せられ
ます。

ユーモアに新たな世
界観が加わった絵本。

８月

今月のおすすめ本

日 月 火 水 木 金 土

① ２ ３ ４ ５ ６

７ ⑧ 9 10 11 12 13

14 ⑮ 16 17 18 19 20

21 ㉒ 23 24 25 26 27

28 ㉙ 30 31

９月

9月は昔のよび方で「長月」、だんだん日も短くなり、夜が長くなる時

期なので「夜長月」といっていたものが省略されて、「長月」になったと
いわれています。今年の中秋の名月は9月10日です。
とみあい図書館では、月に関する本、宇宙月間に関する本、敬老の日に

関する本を展示しています。

読み聞かせ とみ♡ing 9月17日 午前11時～11時半

『おばあちゃんのひみつのあくしゅ』
ｹｲﾄ・ｸﾗｲｽ 文 M･ｻﾗ･ｸﾗｲｽ 絵

『おじいさんのしごと』
山西ゲンイチ 作


